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論文内容の要旨 

〔目 的(Purpose)〕 

頭部外傷に伴う重度の脳機能障害は、いわゆる「植物状態；Vegetative State(VS)」と呼ばれる遷延性の意識障害

をもたらす。1カ月以上続くVSは Persistent VS、1年以上続くVSは Chronic VSと呼ばれ、1年後以降に意識が回復

することは稀であると考えられてきた。しかし、最近では頭部外傷後の植物状態患者の機能回復は、受傷後1年を

過ぎても、その後10年に亘り継続して認められる可能性が報告されている。受傷後10年以降の経過については明ら

かになっていないため、我々は受傷後10年目以降も機能回復を認める症例があるという仮説立てた。本研究の目的

は、頭部外傷後に植物状態となった患者の20年間に渡る長期の機能予後経過について明らかにすることである。 

 

〔方法ならびに成績(Methods/Results)〕 

1996年10月から2003年1月までの間に、大阪大学医学部附属病院救命救急センターで入院加療を行った頭部外傷患

者の中で、受傷後1カ月の時点でも植物状態であった患者(Persistent VS)を対象とした。頭部外傷後の脳機能障害

の評価方法として、Disability Rating Scale(DRS)を用いた。DRSは頭部外傷後の脳機能、身体機能、社会生活能

力を経時的に評価するツールであり、８つの評価項目で構成される。29点満点で0点は全く障害の無い状態、DRS≧

22点が植物状態と定義されており、本研究ではDRS＜22となった場合を植物状態から回復したと評価し、DRSが2点

以上下がった場合を改善と評価した。DRSの評価は電話で患者本人、家族、および入院・入所施設の医療者を通じ

て行った。DRSの評価中に連絡が取れなくなった症例は打ち切り症例とし、死亡を含め20年目までDRSの経過を追跡

した症例を完遂症例とした。 

 

対象となった患者は35名であった。このうち、20名（54.1％）は受傷後1年以内に植物状態から回復した(Non-

chronic VS)。一方で、14名は受傷後1年目の時点で植物状態が持続し(Chronic VS)、1名は1年以内に死亡した。受

傷後、20年目までのDRS評価の完遂症例は26例であり、19例は最終転帰が死亡であった。受傷後1年以降のDRSの経

過として、Non-chronic VS 20例の中で13例（65％）において受傷後10年目まではDRSの改善を認めた。さらに、2

例において受傷前の仕事に戻れるレベルまで社会復帰できていた。一方でChronic VS 14例では、3例が植物状態か

ら改善したがいずれも重度の障害を呈しており、社会復帰にいたる症例は無かった。Chronic VS 症例では12例

(86%)が死亡転帰であり、20年目まで生存していた症例は確認できなかった。対象となった35例すべての患者にお

いて、10年目以降にDRSが改善する症例は無かった。 

 

〔総 括(Conclusion)〕 

我々は頭部外傷後1カ月の時点で植物状態が継続した35症例の経過についてDRSを用いて20年間に亘り評価した。こ

のうち、半数以上の症例は1年以内に植物状態から回復した。さらに受傷後10年目まではDRSの改善が認められ、社

会復帰できる症例もあったが、10年目以降にDRSの改善を認めた症例は無かった。受傷後1年以降も植物状態から回

復する症例を認めたが、いずれも重度の障害を残した。 

 




